
2004 年（平成 16 年）1月 15 日　　岐阜県　中 小 企 業 情 報　　（第三種郵便物認可）　第 531 号（１）

2004 新春見本市　～美濃焼産地十五組合～  （記事１１頁）

主な記事

岐　阜　県
中小企業団体中央会
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岐
阜
労
働
局
か
ら
の
ご
案
内　

８
〜
９　

辻
会
長
の
新
春
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　
　
１０

組
合
等
の
動
き　
　
　

事
務
局
だ
よ
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年
賀
広
告　
　

〜　

１１

１２

１３
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昨
年
は
、
厳
し
い
経
済
環
境

と
我
が
国
経
済
社
会
の
構
造
変

化
の
諸
課
題
に
対
応
す
る
議
論

に
終
始
し
た
一
年
で
あ
っ
た
。

　

日
本
経
済
は
、
一
部
に
回
復

の
兆
し
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、

総
じ
て
低
迷
を
感
じ
て
新
年
を
迎
え
た
。

　

二
〇
〇
四
年
は
、
日
本
経
済
が
復
活
へ
の
助
走
に
向
け

て
動
き
出
し
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
を
裏
付

け
る
よ
う
に
、
昨
年
十
二
月
十
二
日
に
日
銀
が
発
表
し
た

「
企
業
短
期
経
済
観
測
調

査
」（
短
観
）
に
よ
る
と
、
大

企
業
、
製
造
業
の
業
況
判
断

指
数
（
Ｄ
Ｉ
）
は
、
前
回
に

比
べ
一
〇
ポ
イ
ン
ト
も
改
善

し
、
一
九
九
七
年
六
月
以
来
の
プ
ラ
ス
一
一
と
な
っ
た
。

　

一
方
、
非
製
造
業
に
は
出
遅
れ
感
が
強
く
、
と
り
わ
け

中
小
企
業
に
と
っ
て
は
、
回
復
の
実
感
が
乏
し
く
、
そ
の

足
取
り
は
お
ぼ
つ
か
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
国
内
景
気
の
長
期
的
な
低

迷
か
ら
の
脱
出
と
回
復
へ
の
期
待
感
は
強
い
。

　

そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
各
企
業
ト
ッ
プ
の
新
年
談

話
は
、「
よ
う
や
く
我
が
国
の
経
済
に
も
穏
や
か
な
が
ら
景

気
回
復
の
兆
し
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
期
待
を

含
め
て
総
括
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
景
気
を
押
し
上
げ
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
が
総
力
を
挙
げ
て
「
自
己
改
革
」

と
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
な
ど
改
革
の
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
る
こ

と
が
、
日
本
経
済
の
浮
揚
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。

　

我
が
国
経
済
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
十
数
年
は
大
き
く

経
済
が
低
迷
し
、
産
業
の
国
際
競
争
が
弱
ま
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
社
会
経
済
環
境
の
大
き
な
変
化
に
つ
い
て
い
け

な
か
っ
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　

失
わ
れ
た
十
年
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
中
小
企
業
に

と
っ
て
は
決
し
て
失
わ
れ
た
十
年
で
は
な
く
、
そ
の
間
、

必
死
に
経
済
変
化
と
国
際
競

争
、
情
報
化
、
少
子
高
齢
化

な
ど
の
環
境
変
化
に
耐
え
て

頑
張
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

中
小
企
業
を
取
り
巻
く
社

会
経
済
情
勢
は
、
厳
し
く
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
今
ま

さ
に
、
時
代
の
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。

　

そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、

財
政
改
革
、
構
造
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

中
小
企
業
も
例
外
で
は
な
く
、
過
去
の
経
験
の
上
に

立
っ
て
、「
変
化
の
激
し
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
チ
ャ
ン
ス
も

あ
る
」
と
の
認
識
の
も
と
、
変
化
を
的
確
に
捉
え
全
て
の

企
業
に
対
し
新
た
な
挑
戦
を
期
待
し
た
い
。

URL　http://www.chuokai-gifu.or.jp E-mail　info@chuokai-gifu.or.jp
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活
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件
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め
、
県
議
会
幹
部
議
員
か
ら
渡
辺
信

行
議
長
、
加
藤
一
夫
副
議
長
、
岩
井

豊
太
郎
自
由
民
主
党
・
岐
阜
県
連
政

調
会
長
、
松
岡
憲
郎
（
総
務
）・
藤
墳

守
（
地
域
県
民
）・
原
保
治
郎
（
厚
生

環
境
）・
駒
田
誠
（
農
林
商
工
）・
渡

辺
猛
之
（
県
土
整
備
）・
木
股
米
夫

（
教
育
警
察
）
の
各
委
員
長
に
対
し
、

部
会
員
が
要
望
・
陳
情
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
、
猫
田
部
会
顧
問
よ
り
、

「
中
小
建
設
関
連
業
界
の
方
々
が
市

や
町
に
対
し
行
っ
て
き
た
要
望
・
陳

情
を
今
後
も
続
け
て
頂
き
た
い
。
地

元
企
業
等
の
優
先
利
用
に
つ
い
て
は
、

県
の
発
注
物
件
で
県
外
の
業
者
へ
発

注
さ
れ
た
案
件
等
を
報
告
頂
け
れ
ば

参
考
に
な
る
。
公
共
工
事
に
つ
い
て

は
、
十
年
間
で
高
等
学
校
六
校
の
全

面
改
築
を
予
定
し
て
い
る
。
一
部
の

製
造
業
で
は
明
る
い
兆
し
が
見
え
て

き
て
お
り
、
十
六
年
秋
頃
に
は
県
経

済
が
上
向
い
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
」
と
の
所
見
が
あ
っ
た
。

　

要
望
事
項
の
内
容
は
次
の
と
お
り
。

１　

公
共
工
事
で
の
地
元
製
品
の
優

先
使
用

　

①
県
内
の
公
共
工
事
に
つ
い
て
地

元
製
品
の
優
先
使
用
を
昨
年
度
も
要

望
し
、
県
と
し
て
も
利
用
拡
大
に
努

め
て
い
る
と
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
そ
の
実
績
に
つ
い
て
も
説

明
願
い
た
い
。
ま
た
、
県
内
建
設
工

が
実
状
で
あ
る
。
中
小
建
設
関
連
業

界
は
大
変
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

る
。
本
日
要
望
す
る
事
項
も
踏
ま
え

て
、
前
向
き
な
対
応
を
ご
検
討
頂
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

県
関
係
部
局
と
し
て
地
域
県
民
部

市
町
村
室
、
基
盤
整
備
部
企
画
管
理

課
建
設
技
術
室
、
同
建
設
政
策
課
、

同
公
共
建
築
課
、
同
道
路
建
設
課
、

同
河
川
課
、
教
育
委
員
会
教
育
財
務

課
が
出
席
。
部
会
員
代
表
の
十
人
が
、

要
望
事
項
を
開
陳
し
、
各
関
係
部
局

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
回
答
を
得
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
『
県
議
会
幹
部

議
員
と
の
懇
談
会
』
で
は
、
辻
正
中

央
会
会
長
が
「
中
小
企

業
だ
と
い
う
認
識
を
解

き
放
ち
、
我
々
は
中
核

企
業
で
あ
る
と
い
う
意

識
に
変
え
て
頂
き
た
い
。

組
合
の
理
事
長
と
い
う

も
の
は
、
官
庁
や
金
融

機
関
よ
り
も
組
合
員
企

業
の
現
況
を
把
握
し
て

い
る
。
よ
っ
て
、
中
核

企
業
が
集
う
組
合
を
よ

り
重
視
し
、
現
在
の
危

機
を
突
破
し
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。

　

部
会
の
顧
問
で
あ
る

県
議
会
議
員
の
猫
田
孝

氏
、
中
村
慈
氏
を
は
じ

地元業者・製品の優先活用を
４０人が出席し８項目を要望

県官公需懇談会・県議会幹部議員との懇談会

　

岐
阜
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
と
建
設
関
連
業
の
組
合
で
組
織
す
る
岐
阜
県
建
設
関
連
業
団
体
部
会（
戸
島
一
博

部
会
長
、五
十
六
部
会
員
）は
、官
公
需
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て『
県
官
公
需
懇
談
会
』と『
岐
阜
県
議
会
幹
部
議
員
と
の
懇

談
会
』を
十
二
月
二
十
四
日
、岐
阜
市
藪
田
南
の
エ
ル
・
ア
リ
ー
ヴ
ォ
岐
阜（
旧
高
砂
殿
）で
開
催
し
た
。

　

公
共
工
事
の
削
減
等
に
伴
い
、
中
小
建
設
関
連
業
界
に
と
っ
て
極
め
て
厳
し
い
状
況
が
続
く
中
で
、
地
元
業
者
へ
の
優

先
発
注
や
分
離
発
注
の
必
要
性
な
ど
、
部
会
員
が
県
の
関
係
部
局
及
び
県
議
会
幹
部
議
員
に
対
し
八
項
目
の
要
望
・

陳
情
を
行
っ
た
。

�
�
�
�
�
�
�

目
的
で
あ
る
。
県
下
中
小
企
業
の
現

状
を
理
解
頂
き
、
行
政
に
お
い
て
も

ご
配
慮
頂
き
た
い
。」
と
あ
い
さ
つ
。

　

続
い
て
、
戸
島
部
会
長
（
中
央
会

副
会
長
）
は
、「
毎
年
同
じ
様
な
案
件

だ
が
、
な
か
な
か
進
ん
で
い
な
い
の

　
『
県
官
公
需
懇
談
会
』
の
開
会
に
あ

た
り
中
央
会
の
森
本
専
務
理
事
は
、

「
毎
年
開
催
し
て
い
る
こ
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
、
各
業
界
が
直
面
し
て
い
る

問
題
点
や
県
に
対
す
る
要
望
に
つ
い

て
話
し
合
い
、
懇
談
す
る
こ
と
が
主

県
内
工
事
の
発
注
は
県
内
企
業
へ

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

建
設
関
連
業
団
体
部
会
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事
に
使
用
す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次

製
品
に
つ
い
て
は
、
現
場
で
は
県
に

よ
る
検
査
を
受
け
て
い
な
い
メ
ー

カ
ー
の
製
品
も
使
用
さ
れ
て
い
る
の

で
、
岐
阜
県
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
協

同
組
合
（　

社　

工
場
）
で
生
産
さ

18

27

れ
た
製
品
な
ら
び
に
県
に
よ
っ
て
２

年
毎
に
工
場
検
査
及
び
書
類
検
査
を

受
け
合
格
し
た
製
品
を
最
優
先
に
使

用
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。【
岐
阜
県

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品　

】
（協）

　

②
岐
阜
県
土
木
工
事
用
コ
ン
ク

リ
ー
ト
積
み
ブ
ロ
ッ
ク
指
定
工
場
は

　

社
（　

工
場
）
あ
り
ま
す
が
、
工

14

16

業
組
合
と
し
て
は
、
県
下
で
発
生
す

る
産
業
廃
棄
物
を
利
用
し
た
リ
サ
イ

ク
ル
ブ
ロ
ッ
ク
製
品
や
環
境
保
全
型

製
品
の
開
発
に
も
努
力
し
、
既
に
、

県
リ
サ
イ
ク
ル
認
定
も
取
得
し
て
お

り
ま
す
。
土
木
用
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
製
品
使
用
の
公
共
工
事
に
お

い
て
は
、
廃
ガ
ラ
ス
、
溶
融
ス
ラ
グ
、

陶
磁
器
く
ず
、
間
伐
材
等
を
利
用
し

た
リ
サ
イ
ク
ル
ブ
ロ
ッ
ク
製
品
・
環

境
保
全
型
製
品
を
優
先
使
用
さ
れ
る

よ
う
要
望
す
る
。【
岐
阜
県
土
木
用
ブ

ロ
ッ
ク
（
工
組
）】

２　

県
発
注
工
事
に
お
け
る
施
工
業

者
等
の
明
記

　

①
県
の
発
注
工
事
の
う
ち
、
金
属

屋
根
等
板
金
工
事
の
施
工
に
対
し
、

「
設
計
図
書
の
特
記
仕
様
書
」に「
岐

阜
県
板
金
工
業
組
合
員
の
施
工
」
掲

載
に
つ
き
要
望
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

「
特
定
の
組
合
員
施
工
の
明
記
は
困

難
」
と
の
ご
回
答
を
頂
き
ま
し
た
が
、

そ
の
理
由
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
願
い

ま
す
。
当
組
合
は
、
中
小
企
業
団
体

の
組
織
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
認
可

団
体
と
し
て
県
内
建
築
板
金
業
界
を

網
羅
し
た
代
表
機
関
で
あ
り
、
既
に

一
九
八
六
年
以
降
、
毎
年
定
期
的
に

「
標
準
構
法
等
技
能
講
習
」
な
ど
施

工
技
術
の
向
上
を
図
り
な
が
ら
、
組

合
員
施
工
の
屋
根
工
事
に
つ
い
て
は

全
て
財
物
弁
済
つ
き
十
年
間
保
証
書

を
発
行
し
て
お
り
、
現
在
ま
で
故
障

皆
無
の
状
況
に
あ
り
信
頼
を
頂
い
て

お
り
ま
す
。
県
内
建
築
板
金
業
者
の

保
護
育
成
の
た
め
今
後
ど
の
よ
う
に

改
善
し
た
ら
可
能
か
。
例
え
ば
「
県

内
業
者
の
施
工
と
す
る
」
な
ど
、
許

容
範
囲
等
に
つ
き
ご
指
導
賜
り
た
い
。

【
岐
阜
県
板
金
（
工
組
）】

　

②
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
需
要
の
低
迷

に
よ
る
価
格
破
壊
が
続
き
、
採
算
を

度
外
視
し
た
価
格
で
販
売
す
る
こ
と

に
よ
り
、
品
質
の
保
証
等
の
面
で
信

頼
を
損
な
う
こ
と
の
無
い
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
県

発
注
の
工
事
に
は
Ｊ
Ｉ
Ｓ
並
び
に
優

良
丸
適
マ
ー
ク
取
得
工
場
の
製
品
を

使
用
す
る
こ
と
を
「
仕
様
書
」
に
特

記
事
項
と
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

【
岐
阜
県
広
域
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト

　

】
（協）３　

地
元
専
門
業
者
の
優
先
的
活
用

　

県
発
注
の
公
共
工
事
（
型
わ
く
等
）

に
つ
い
て
は
、
地
元
専
門
業
者
育
成

の
見
地
か
ら
地
元
中
小
企
業
者
の
優

先
的
活
用
を
昨
年
も
要
望
し
ま
し
た

が
、
な
か
な
実
感
で
き
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
の
で
改
め
て
要
望
す
る
。

【
岐
阜
県
建
設
型
わ
く　

】
（協）

４　

新
設
バ
イ
パ
ス
道
路
に
コ
ン
ポ

ジ
ッ
ト
舗
装
工
の
採
用

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
の
採
用
に
つ

い
て
昨
年
度
も
要
望
い
た
し
、
県
よ

り
当
面
施
工
性
、
経
済
性
等
か
ら
多

方
面
で
の
採
用
予
定
は
な
い
と
の
回

答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
下
層
部

を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
表
層
部
を
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
と
す
る
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
舗

装
は
騒
音
問
題
も
な
く
、
寿
命
が
長

く
（
表
層
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
寿
命
は

通
常
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
数
倍
）
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
に
非
常
に
優
れ

て
お
り
ま
す
。
新
設
道
路
工
事
（
バ

イ
パ
ス
等
）
に
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
舗
装

の
採
用
を
要
望
す
る
。【
岐
阜
県
生
コ

ン
ク
リ
ー
ト
（
工
組
）】

５　

河
川
護
岸
工
事
に
お
け
る
現
場

打
ち
ポ
ー
ラ
ス
（
多
孔
質
）
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
採
用

　

地
球
環
境
問
題
が
深
刻
化
し
て
い

る
中
で
、
河
川
護
岸
工
事
に
お
い
て

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
に
比
べ
て

安
く
、
現
場
に
適
合
し
や
す
く
一
体

感
を
保
ち
、
治
水
、
生
態
系
の
保
全
、

水
と
緑
の
景
観
づ
く
り
に
最
適
な
現

場
打
ち
ポ
ー
ラ
ス
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

採
用
で
自
然
に
優
し
い
河
川
空
間
づ

く
り
の
推
進
を
要
望
す
る
。【
岐
阜
県

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
工
組
）】

６　

分
離
発
注
の
必
要
性

　

①
分
離
発
注
は
、
専
門
業
者
の
施

工
技
術
、
施
工
責
任
、
コ
ス
ト
の
明

確
化
な
ど
極
め
て
合
理
的
な
方
策
で

あ
り
、
こ
れ
が
施
工
業
者
の
技
術
水

準
の
向
上
と
業
界
の
育
成
に
役
立
ち
、

活
性
化
さ
せ
る
も
の
で
す
。
こ
れ
を

促
進
す
る
た
め
に
、
分
離
発
注
を
実

施
さ
れ
て
い
な
い
市
町
村
等
の
自
治

体
が
分
離
発
注
を
容
易
に
実
施
で
き

る
よ
う
、
市
町
村
な
ど
へ
の
Ｐ
Ｒ
を

引
き
続
き
徹
底
願
い
た
い
。【
岐
阜
県

管
設
備
工
業　

】
（協）

　

②
県
に
お
い
て
は
分
離
発
注
に
つ

い
て
は
、
積
極
的
に
実
施
さ
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
が
、
本
体
工
事
、

空
調
、
電
気
工
事
は
分
離
発
注
さ
れ

て
い
る
が
、
内
装
（
壁
紙
、
カ
ー
テ

ン
、
イ
ン
テ
リ
ア
等
）
に
つ
い
て
も

分
離
発
注
を
要
望
す
る
。【
岐
阜
県
室

内
装
飾
事
業　

】
（協）

７　

建
設
発
生
土
の
有
効
活
用

　

県
・
市
町
村
等
発
注
の
工
事
か
ら

発
生
す
る
残
土
の
う
ち
、
そ
の
ま
ま

利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
不
良
土
の

有
効
活
用
に
つ
い
て
、
岐
阜
県
建
設

業
協
会
・
岐
阜
県
砕
石
工
業
組
合
の

組
合
員
等
で
委
員
会
を
設
け
、
研
究

を
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
り
ま
す
が
、

研
究
に
対
す
る
技
術
的
な
支
援
を
要

望
す
る
。【
岐
阜
県
砕
石
（
工
組
）】

８　

学
校
施
設
の
鋼
に
よ
る
構
造
計

画
の
推
進

　

時
代
の
趨
勢
、
教
育
現
場
か
ら
の

必
要
性
、
学
校
施
設
に
対
す
る
考
え

方
の
変
化
か
ら
既
存
の
画
一
的
校
舎

で
な
く
、
鋼
構
造
の
優
位
性
と
し
て

耐
震
性
や
品
質
安
定
、
リ
サ
イ
ク
ル

性
、
短
工
期
な
ど
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト

を
十
分
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
よ
り

良
い
学
校
施
設
の
整
備
の
一
助
と
し

て
、
学
校
施
設
の
鋼
に
よ
る
構
造
計

画
の
採
用
を
要
望
す
る
。【
岐
阜
県
鐵

構
工
業　

】
（協）
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海 外 駐 在 員 レ ポ ー ト

　米国ユタ州では、地域経済の発展に大学の存在は欠
かせないものとなっている。州都ソルトレークシティ
にあるユタ大学は、医療やコンピュータ・サイエンス
関連を中心とした科学技術分野に定評のある州最大の
総合大学として、１８５０年の設立以来、数々の有能な人
材を輩出するとともに、有益な研究活動により社会に
多大なる貢献をしてきた。
　当稿では、ユタ大学が担う研究開発活動を州経済の
発展に具体的に繋げるための大学の主な取り組み、仕
組みについて紹介する。
■ＴＴＯ（技術移転機関）
　米国では、大学における産学連携の中心的役割を果
たす機関にＴＴＯ又はＴＬＯと呼ばれるものがある。
これは、大学が実施する研究活動によって得られた成
果を産業界に移転するために、大学の研究者と移転を
受ける側である民間企業の間に入り、契約締結やライ
センス料の受け取り等といった周辺業務を一手に担う
ことで、移転をスムーズに実施させることを目的とす
る機関である。連邦政府の資金を使って成功した研究
についても大学に特許所有権を認め、大学や研究者が
ライセンス料を受け取ることを可能としたバイ・ドー
ル法が１９８０年に成立した後は、米国内の大学で相次い
でＴＴＯ等が設立された。当法の成立以前は、連邦政
府に特許権が帰属しており特許が有効活用されていな
い状態だったというが、成立後は大学や研究者にとっ
て収入増という大きなインセンティブが提供されたこ
とで、研究活動も活発化し、これが地域経済の発展へ
もつながるといった好循環をもたらしたといわれてい
る。
　ユタ大学ＴＴＯは、全米６番目の１９６７年に既に設立
されており、はやくから研究成果を州経済に生かすた
めの試みを実践してきた歴史を持つ。当大学の特徴と

しては、研究者へのライ
センス収入の配分割合が
高く、ビジネスプランの
助言制度が存在するなど
研究者の起業を奨励する
仕組みが整っている点と
い わ れ、大 学 発 ベ ン
チャービジネスに多くの
成功例を有する当大学の
歴史の背景となっている。
■大学研究者の学外活動
　ユタ大学は、研究者の学外活動に寛容であるといわ
れている点も重要な点だといえる。ベンチャー事業へ
の進出を奨励するＴＴＯと矛盾しない各種制度を設け、
ビジネスマインドに富む優秀な研究者を大学に確保し
つつ、大学の地域経済への貢献という使命も達成する
ためのシステムが存在する。後述する大学付属リサー
チパーク内の企業との共同研究活動や企業とアドバイ
ザー契約を結ぶといった繋がりも多く、大学内に留ま
らない自由な活動を奨励する大学風土は、地域経済の
発展への寄与といった形で実を結んでいる。
■大学付属リサーチパーク
　ユタ大学には３２０エーカーの広大なリサーチパーク
が存在する。１９６８年に連邦政府から無償で譲り受けた
旧軍用地には、現在３７の建物が建ち、４４の企業（大
学の学部含む）が立地し約６,０００人が働いている。米
国のリサーチパークの特徴は、行政主導ではなく、大
学が設置主体、運営主体であるという点で、ユタ大学
の場合は、魅力的な研究活動や優秀な教授、研究者を
求めて、大学や行政からのインセンティブが全くない
状態であるにもかかわらず、立地希望企業が後を絶た
ないという。大学の近くに拠点を設けることで数多く
の利点が得られるという意識が企業には浸透している
からで、産学連携を意識し、研究活動の具体的成果を
企業に提供し続けるユタ大学の積極的な姿勢を示して
いる例といえる。
■終わりに
　ユタ大学は、人材育成のみならず州経済の発展に貢
献するという使命を掲げている。地元大学が使命感を
持って自ら地元産業界と繋がりを持とうとする積極的
な姿勢が鮮明であり、この点は、独立行政法人化する
今後の日本の国立大学にも参考になるのではないだろ
うか。

　

ユタ大学の産学連携への取り組み

岐阜県ユタ州駐在員　池 戸 克 成

���������	
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　県内中小企業主要業種の景気動向
（１１月末調査）

表の見方：売上～景況感：○好転・増加　△変わらず　▲悪化・減少

１１月景況調査

景
況
感
再
び
悪
化

大
企
業
の
動
き
と
連
動
せ
ず

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

▲△△▲△△窯 業 原 料
△△△△△○石　 　 灰
▲▲△△△▲生　 コ　 ン
▲▲▲▲▲▲砂 利 生 産
▲△▲▲△▲砕 石 生 産
△△△△△○鋳　 　 物
▲▲▲▲▲▲刃物等金属製品 （輸出） 
△△△△△△刃物等金属製品 （内需） 
▲△△△△△メ　 ッ　 キ
△▲△△▲○県 金 属 工 業 団 地
△△△△△△可 児 工 業 団 地
○△△△△○金　 　 型
○△△○▲○電 気 機 械 器 具
▲▲▲▲▲▲輸 送 機 器
▲△△△△△各種物産品（観　 光）
▲▲▲▲▲▲各種物産品（ギフト）
△△△▲▲△総合卸売業（飛騨地区）
△△△△△△総合卸売業（岐阜地区）
△▲△△△△陶　 磁　 器
○△△○△○機械工具・工作機械
△△△▲▲▲青　 　 果
▲△▲▲△▲水　 産　 物
△△△▲▲△家 電 機 器 販 売
▲△▲△△▲メ ガ ネ 販 売
△△▲△▲▲中 古 自 動 車 販 売
△△△△△△石 油 製 品 販 売
▲△○△△▲共 同 店 舗（ 東 濃 ）
▲△▲△▲▲共 同 店 舗（ 飛 騨 ）
▲△△▲▲▲生 花 販 売

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

▲△△△△○味 噌 ・ 醤 油
▲▲▲▲△△豆 腐 製 造
▲△△▲○▲食 肉 （ 国 産 ）
▲△△▲▲△菓　 　 子
▲△▲▲△▲米　 　 菓
▲△▲▲▲▲酒　 　 造
▲△▲▲▲△製 麺
△△▲▲△▲撚　 糸
△△△△△△ニ ッ ト 工 業
▲▲▲▲△▲毛　 織　 物
△△△△△△合 成 繊 維 織 物
▲△△▲△▲メ ン ズ ア パ レ ル
▲△△▲▲▲婦 人 ・ 子 供 服
△△▲△△▲縫　 　 製
○○△○△○製　 　 材
△△△▲▲▲銘　 　 木
△△△△△△集　 成　 材
△▲△△△△家 具 （ 飛 騨 ）
△▲△△○△東 濃 ひ の き
△△△△△△家　 庭　 紙
△△△△△△特　 殊　 紙
▲△△▲○△紙　 加　 工
▲△▲▲△▲印　 　 刷
▲▲△▲▲△プ ラ ス チ ッ ク
▲▲△△△△陶 磁 器 （ 工 業 ）
▲△▲▲△△陶 磁 器 （ 輸 出 ）
▲△△▲▲△タ イ ル

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

▲▲▲▲▲▲岐 阜 市 商 店 街
△△△△△△大 垣 市 商 店 街
▲△▲▲△▲多 治 見 市 商 店 街
▲△▲▲△▲恵 那 市 商 店 街
△△△△△△高 山 市 商 店 街
△△△△△△車 体 整 備
△△▲▲△▲タ イ ヤ 整 備
○△○○△○長 良 川 畔 旅 館
▲△▲▲△▲下 呂 温 泉 旅 館
▲△△▲▲▲高 山 旅 館
▲▲▲▲▲▲ク リ ー ニ ン グ
△△△△△△広 告 美 術
△△△△△△情 報 サ ー ビ ス 業
△△△△△△映 像 制 作
△△△▲△▲飲　 食　 業
▲△△▲▲△ビ ル メ ン テ ナ ン ス
△△△△○○理 容 ・ 美 容 業
▲▲▲▲▲▲土 木 （ 岐 阜 ）
▲▲▲▲▲▲土 木 （ 飛 騨 ）
▲▲△▲▲△土木・建築（羽島）
△△▲▲△△建 築 （ 各 務 原 ）
▲▲▲▲▲△鉄 構 造 物
▲△△△▲▲電 気 工 事
▲△△▲△△管 設 備 工 事
△△△△△△建 築 板 金
▲△▲▲▲△建　 　 具
△▲△▲▲▲産直住宅（付知地区）
△△△△▲△貨 物 運 送（ 県 域 ）
△△▲○△○軽 運 送

へ
と
下
降
し
、
景
況
悪

化
の
動
き
と
な
っ
て
い

る
。

　

悪
化
の
要
因
は
、
機

械
金
属
、
小
売
業
で
マ

イ
ナ
ス
回
答
が
前
月
よ

り
も
増
加
し
た
こ
と
が

　

中
央
会
が
主
要
業
種
八
十
五
組
合
を
対
象
に

ま
と
め
た『
十
一
月
の
特
色
』は
次
の
と
お
り
。

　
〔
十
一
月
の
特
色
〕
組
合
か
ら
見
た
県
内
中
小

企
業
の
特
色
は
①
景
況
再
び
悪
化
②
金
型
、
機

械
に
動
き
③
温
暖
気
候
が
冬
物
需
要
を
打
撃
―

と
な
っ
て
い
る
。

　

十
一
月
の
景
気
動
向
を
前
年
同
月
比
景
況
感

Ｄ
Ｉ
値
で
見
て
み
る
と
、
好
転
６
ポ
イ
ン
ト
、
悪

化　

ポ
イ
ン
ト
で
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
と
な
り
、

５２

４６

前
月
に
比
べ
９
ポ
イ
ン
ト
の
大
幅
な
悪
化
と
な
っ

た
。

　

景
況
感
Ｄ
Ｉ
値
は
、
４
月
以
降
改
善
の
動
き

を
見
せ
て
い
た
が
、
前
月
よ
り
悪
化
に
転
じ
、
今

月
も
大
幅
な
悪
化
と
な
り
、再
び　

ポ
イ
ン
ト
台

４０

あ
げ
ら
れ
る
。
他
の
主
要
業
種
の
動
向
を
見
て
も
、
景

況
感
Ｄ
Ｉ
値
と
同
様
に
、前
月
の
Ｄ
Ｉ
値
に
対
し
悪
化

の
動
き
と
な
っ
て
い
る
。

　

金
型
、
機
械
工
具
の
設
備
投
資
関
連
等
、
一
部
業
種

に
出
て
い
る
需
要
回
復
の
動
き
は
変
わ
ら
な
い
が
、
全

体
的
に
は
、企
業
間
競
争
の
激
化
や
低
価
格
販
売
な
ど

に
よ
る
収
益
悪
化
が
続
い
て
お
り
、
依
然
、
中
小
企
業

は
厳
し
い
環
境
に
あ
る
。

　

情
報
連
絡
員
か
ら
は
、　

月
の
平
均
気
温
は
例
年
よ

１１

り
温
暖
な
気
候
と
な
っ
た
た
め
、
冬
物
用
品
の
購
買
意

欲
が
希
薄
と
な
り
、
需
要
不
振
に
つ
な
が
っ
た
と
の
意

見
が
あ
っ
た
。
先
行
き
不
安
な
ど
企
業
マ
イ
ン
ド
は
一

段
と
低
下
し
て
お
り
、
企
業
の
経
営
環
境
の
悪
化
が
懸

念
さ
れ
る
。
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平成１６年度
組合等の中小企業連携組織に対する補助事業実施組合等の募集について

全国中小企業団体中央会

　全国中小企業団体中央会では、組合等の中小企業連携組織に対する下記の補助事業について、その実
施組合等の募集を平成１６年１月２０日から開始致しました。

◆実施希望の組合等は、各事業の募集要綱（http://www２.chuokai.or.jp/hotinfo/０４０１２０hojo.html 参照）をご覧
いただき、ご応募下さいますようご案内致します。なお、募集する各事業の内容、応募書類の作成等につい
て、全国９カ所で説明会を開催致しますので、ご参加頂きますよう併せてご案内致します。

●募集する補助事業
（１）中小企業活路開拓調査・実現化事業のうち、
　　 ①組合等活路開拓調査研究事業

　中小企業が組合等を中心に共同して調査研究、将来ビジョンの策定等、新たな活路を見出すために行う
事業です。

　　 ②組合等活路開拓実現化事業 
　既に策定された将来ビジョン等に基づき、その成果を具体的に事業化・実用化しようとする事業に対し
支援を行います。

（２）組合等情報ネットワークシステム等開発事業
　組合等を基盤とした情報ネットワークシステムの構築、組合員向け業務用アプリケーションシステムの開
発 及びこれらシステムの普及のための事業に対し支援を行います。 

（３）連合会（全国組合）等（全国組合等とは、組合の地区又は構成員の所在が１５県以上にまたがる組合等）研修事業
　組合等が、その会員組合等の専従役職員、組合員・会員等を対象として、組合等の運営に必要な知識及び業
種別専門知識を付与するために実施する研修事業に対し支援します。 【説明会は、２月２日（月）東京会場
にて行います】

（４）組合等自主研修事業 
　組合等が、その組合員（会員）等を対象に研修を行うことにより、組合等の人材養成を促進するために実施
する事業に対し支援を行います。 

（５）組合等Ｗｅｂ構築支援事業 
　Ｗｅｂサイトを構築し、組合情報、組合員企業情報等を広く発信し、業界の活性化及び個別企業の新たなビ
ジネスチャンスの創出を図る事業に対し支援を行います。 

●説明会の開催 
　募集する事業の内容、応募書類の作成等について説明会を開催致します。説明会は、各事業ごとに次のとお
り行います。

　①１３時３０分～１４時２０分　　組合等活路開拓調査研究事業／組合等活路開拓実現化事業
　②１４時３０分～１５時００分　　組合等自主研修事業
　③１５時１０分～１５時４０分　　組合等Ｗｅｂ構築支援事業
　④１５時５０分～１５時３０分　　組合等情報ネットワークシステム等開発事業
※事業ごとの入れ替え制です。出席ご希望の方は、募集要綱（上記ＵＲＬ参照）内に添付の「出席通知書」で
ご連絡下さい。

　名古屋会場
日　　時  　平成１６年２月３日（火）
会　　場  　愛知県中小企業センター地下階段教室　名古屋市中村区名駅４-４-３９　（０５２）５６１-４１２１
アクセス　 ＪＲ「名古屋駅」から徒歩５分

　■お問い合わせ先
　　ご質問がございましたら、お気軽にご連絡下さい！
　　　岐阜県中小企業団体中央会　０５８-２７７-１１００（代）

内容の詳細については、全国中小企業団体中央会（http://www.chuokai.or.jp/）にて掲載しております。
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①　

陶
土
ぅ
庵
（
と
う
と
う
あ
ん
）

　

こ
の
施
設
は
、
土
岐
市
駅
に
近
い

セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
の
一
階
に
あ
り
、

土
岐
市
陶
磁
器
卸
商
業
協
同
組
合
の

運
営
に
よ
り
組
合
員
の
取
扱
品
の
展

示
即
売
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

取
り
扱
う
商
品
は
、
志
野
（
シ
ノ
）、

織
部
（
オ
リ
ベ
）、
黄
瀬
戸
（
キ
ゼ
ト
）

の
伝
統
工
芸
品
か
ら
業
務
用
、
日
用

食
器
ま
で
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
を
取

り
揃
え
て
あ
り
、
し
か
も
格
安
で
購

入
で
き
る
施
設
で
す
。

　

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
も
デ
ザ
イ
ナ
ー
に

よ
り
、
シ
ー
ズ
ン
毎
に
提
案
コ
ー

ナ
ー
も
設
け
ら
れ
る
ほ
か
、
バ
ー
ゲ

ン
商
品
も
あ
り
ま
す
。

【
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
】

http://w
w
w
.chuokai-gifu.or.jp/tos

ho/shop/right.htm
l

②　

土
岐
美
濃
焼
街
道
ど
ん
ぶ
り
会

館

　

こ
の
施
設
は
、
道
の
駅
に
併
設
し

て
造
ら
れ
た
小
売
施
設
で
あ
り
、
土

岐
市
内
の
有
力
メ
ー
カ
ー
が
参
加
し

て
い
る
土
岐
窯
元
共
販
協
同
組
合
の

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
運
営
さ

同
組
合
が
運
営
す
る
店
舗
も
あ
り
、

地
元
の
名
物
や
珍
味
の
販
売
の
ほ
か
、

毎
月
二
回
開
催
さ
れ
る
朝
市
も
大
変

好
評
で
、
開
催
日
に
は
大
勢
の
来
場

者
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
館
内
に
は
陶
芸
体
験
の
施

設
も
あ
り
、
陶
芸
の
楽
し
さ
・
奥
深

さ
な
ど
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

来
場
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
、

マ
イ
カ
ー
の
ナ
ン
バ
ー
末
尾
の
数
字

と
当
日
会
館
で
決
定
し
た
数
字
と
合

致
し
た
場
合
や
来
館
日
が
来
館
者
の

れ
て
お
り
ま
す
。

　

陳
列
さ
れ
て
い
る
製
品
は
、
造
り

手
の
意
欲
、
気
持
ち
が
伝
わ
る
も
の

ば
か
り
で
あ
り
、
製
品
の
入
れ
替
え

も
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

施
設
内
に
は
、
駄
知
小
売
商
業
協

誕
生
日
で
あ
っ
た
と
き
に
は
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

二
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
を
楽

し
む
こ
と
も
で
き
、
グ
ル
ー
プ
と
し

て
訪
れ
る
に
も
最
適
な
場
所
と
し
て

お
勧
め
し
ま
す
。

　

土
岐
市
内
は
も
ち
ろ
ん
、
美
濃
焼

産
地
に
は
こ
の
他
に
も
幾
つ
も
の
魅

力
の
あ
る
施
設
が
あ
り
ま
す
が
、
紙

面
の
都
合
に
よ
り
ほ
ん
の
一
部
を
紹

介
し
ま
し
た
。
是
非
一
度
、立
ち
寄
っ

て
ご
覧
下
さ
い
！

【
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
】

http://w
w
w
.donburi-kaikan.com

/

　

看
護
師
暦
三
十
五
年
に
及
ぶ
キ
ャ

リ
ア
を
活
か
し
た
新
し
い
温
泉
施
設

の
誕
生
に
地
域
の
旅
館
組
合
を
は
じ

め
、
全
国
の
温
泉
旅
館
か
ら
も
「
お

年
寄
り
専
門
の
温
泉
は
全
国
で
も
聞

い
た
こ
と
が
な
い
」
と
注
目
さ
れ
て

い
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
社
会
に
は
必

要
な
施
設
だ
と
思
わ
れ
、
奥
飛
騨
に

一
風
変
わ
っ
た
施
設
が
で
き
、
地
域

の
健
康
の
一
端
を
担
う
こ
と
に
な
る

で
あ
ろ
う
。

『
富
久
の
湯
』

電
話　

〇
五
七
八 －

九 －

二
八
二
九

　

吉
城
郡
上
宝
村
に
あ
る
奥
飛
騨
温

泉
郷
（
栃
尾
温
泉
）
に
お
年
寄
り
専

門
の
温
泉
『
富
久
（
と
く
）
の
湯
』

が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

大
の
温
泉
好
き
で
あ
る
元
看
護
師

夫
婦
が
、
以
前
に
温
泉
旅
館
と
し
て

使
わ
れ
て
い
た
木
造
二
階
建
て
を
購

入
、
湯
船
に
段
差
や
手
す
り
を
付
け

る
な
ど
し
て
改
装
を
行
っ
た
。

　

料
金
は
千
五
百
円
で
、
昼
食
も
含

ま
れ
て
お
り
、
大
変
お
値
打
ち
で
あ

る
。
ま
た
近
く
に
は
、
診
療
所
や
歯

科
医
院
も
あ
り
、
お
年
寄
り
に
は
何

か
と
都
合
が
良
い
所
で
あ
る
。

土
岐
市
内
の
美
濃
焼
小
売
施
設
の
ご
案
内

飛
騨

支
所
だ
よ
り

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
七
七－

三
四－

四
三
〇
〇

Ｅ
-m
ail：
chuokaih@

quartz.ocn.ne.jp

高
山
市
天
満
町
五－

一－

一
二
（
高
山
米
穀
駅
前
ビ
ル
内
）

松
野
信
一
支
所
長
、
武
田
京
子
・
水
野
謙
二

東
濃

支
所
だ
よ
り

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
七
二－

二
五－

〇
八
六
五

Ｅ
-m
ail：
ch
u
o
k
ait@
q
u
artz.o

cn
.n
e.jp

多
治
見
市
東
町
一－

九－

三
（
美
濃
焼
セ
ン
タ
ー
）

三
宅
利
勝
支
所
長
、
後
藤　

諭
・
板
津
朱
里

お
年
寄
り
専
門
の
温
泉

　

全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
（
石

川
忠
会
長
）
の
多
角
的
連
携
指
導
強

化
事
業
の
モ
デ
ル
事
例
収
集
の
た
め
、

本
県
の
下
石
屋
為
右
衛
門
及
び
美
濃

焼
Ｃ
Ｔ
タ
イ
ル
振
興
会
へ
の
実
地
調

査
が
行
わ
れ
た
。

　

調
査
に
訪
れ
た
の
は
、
明
治
大
学

の
森
下
正
助
教
授
と
全
国
中
央
会
の

指
導
員
で
、
中
小
企
業
多
角
的
連
携

組
織
の
現
状
の
把
握
等
を
目
的
に
訪

問
し
た
。

　

下
石
屋
為
右
衛
門
で
は
、
東
京
な

ど
都
市
圏
の
百
貨
店
な
ど
で
出
展
販

売
を
行
い
、
直
に
消
費
者
の
声
を
聞

く
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。
そ

し
て
、
そ
の
声
を
作
品
づ
く
り
に
反

映
さ
せ
消
費
者
と
の
距
離
を
縮
め
、

付
加
価
値
の
高
い
商
品
づ
く
り
に
努

め
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。

　

美
濃
焼
Ｃ
Ｔ
タ
イ
ル
振
興
会
に
お

い
て
は
、
市
村
昭
二
理
学
博
士
と
の

共
同
研
究
に
よ
り
Ｃ
Ｔ
触
媒
を
釉
薬

に
混
ぜ
て
焼
成
し
、
光
触
媒
方
式
以

外
の
方
法
で
セ
ル
フ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

タ
イ
ル
の
商
品
化
に
成
功
し
た
。
こ

の
タ
イ
ル
は
汚
れ
に
強
く
、
永
久
的

に
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
効
果
が
あ
り
、
業

界
か
ら
注
目
を
浴
び
て
い
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

全
中
が
美
濃
焼
を
モ
デ
ル
事
例
調
査

下
石
屋
為
右
衛
門
・
美
濃
焼
C
T
タ
イ
ル
振
興
会
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緊急雇用創出特別奨励金のご案内
　

　労使の合意により、労働時間の短縮（所定外労働時間の短縮も含む）とそれに伴う賃金の減額を行い、

非自発的失業者等を雇い入れる事業主の方に、制度導入に係る奨励金と雇い入れに係る奨励金が支給され

ます。

【支給対象事業主の要件】

○雇用情勢が悪化した地域に事業所が所在する事業主であること（本奨励金の発動地域：一定の要件の

もと６ヶ月ごとに決定され、現在平成１６年２月２７日まで発動されています。）

○事前にワークシェアリング導入計画（以下「計画」といいます。）を作成し、労働局長に提出・受理

されていること。

計画の受理には次の要件が必要です。

①　最近３ヶ月間の生産量、販売量等の平均が対前年同期比で増加していないこと。

②　労使の合意により、所定労働時間又は所定外労働時間の短縮と賃金の削減を行うこと。

計画提出後に、所定労働時間又は所定外労働時間が労働者一人につき、１週間当たり１時間

以上減少していることが必要です。

○計画提出後６ヶ月間に、公共職業安定所又は労働局長に同意書を提出した民営職業紹介所の紹介によ

り、３０歳以上６０歳未満の非自発的失業者等を雇い入れること。

○計画提出前６ヶ月から、奨励金を支給されるまでの間に、事業主の都合による解雇を行っていないこ

と。

【支給額】

　○ワークシェアリング制度導入分

　　・３００人以下の事業所　　 ５０万円

　　・３０１人以上の事業所　　１２０万円

　○労働者雇い入れ分

・雇用保険の一般被保険者（短時間労働者以外）として雇い入れる場合　　３０万円

・雇用保険の一般被保険者（短時間労働者）として雇い入れる場合　　　　１５万円

・６ヶ月以上の有期雇用により雇用保険の一般被保険者（短時間労働者以外）

　として雇い入れる場合（中小企業に限る。）　　　　　　　　　　　　　　１５万円

【お問い合わせ】

　　岐阜労働局職業安定部職業対策課　℡　０５８－２５２－５５６３

　　�岐阜県雇用開発協会　　　　　　℡　０５８－２５２－７３５３

所定労働時間を短縮し、労働者を雇い入れた事業主の方を支援します！
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　厚生労働省では、創業を行った事業主の方に対し、創業時に要した費用の一部等について助成します。

（１）地域雇用受皿事業特別奨励金

　地域に貢献する事業（以下「地域貢献事業」といいます。）を主たる事業として行う法人を設立し、

非自発的離職者（６５歳未満）を３人以上雇用した場合に、新規創業にかかる経費及び労働者の雇入れに

ついて助成します。

　　奨励金の支給の対象となる地域貢献事業とは、以下の事業をいいます。

　　　①個人・家庭向けサービス　②社会人向け教育サービス　③企業・団体向けサービス

　　　④住宅関連サービス　⑤子育てサービス　⑥高齢者ケアサービス　⑦医療サービス

　　　⑧リーガルサービス　⑨環境サービス　⑩地方公共団体からのアウトソーシング

　法人設立前に事業計画を�産業雇用安定センター岐阜事務所に提出し、認定を受けることが必要です。

　助成の額は、創業に要した費用の３分の１（非自発的離職者の雇入れ数に応じ上限３００万円又は５００

万円）及び３０歳以上の非自発的離職者の雇い入れ１人につき３０万円（短時間労働者については１５万円。

平成１５年９月からの雇入れ要件の緩和により新たに対象となりました。）（上限１００人分）

（２）受給資格者創業支援助成金

　雇用保険の受給資格者自らが創業し、創業後１年以内に雇用保険の適用事業の事業主となった場合に、

当該事業主に対して創業に要した費用の一部について助成します。

　事前に創業計画認定申請書を管轄のハローワークに提出し、認定を受けることが必要です。

　助成額は、創業に要した費用の３分の１（上限２００万円）

（３）高年齢者等共同就業機会創出助成金

　４５歳以上の高年齢者等３人以上がその職業経験を生かし、共同して創業（法人を設立）し、高年齢者

等を雇い入れて継続的な雇用・就業の機会の場を創設・運営する場合に、当該事業の開始に要した一定

範囲の費用について助成します。

　事業計画書を定められた期間内に�岐阜県雇用開発協会に提出し、認定を受けることが必要です。

　助成額は、創業に要した費用の３分の２（上限５００万円）

　詳しくは、厚生労働省ホームページでご覧になれます。

　http://www.mhlw.go.jp/general/seido/josei/sougyou/index.html

【お問い合わせ】

　　　（１）地域雇用受皿事業特別奨励金

　　　　　�産業雇用安定センター岐阜事務所　℡　０５７０－００５４４０

　　　（２）受給資格者創業支援助成金

　　　　　最寄りのハローワーク又は岐阜労働局職業安定部職業対策課

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　℡　０５８－２５２－５５６３

　　　（３）高年齢者等共同就業機会創出助成金

　　　　　�岐阜県雇用開発協会　　　　　　　℡　０５８－２５２－７３５３

新たに創業される方を支援します！
�
…
ビ
ジ
ネ
ス
ド
リ
ー
ム　
　

二
月
四
日　
　

時
〜　

時　

分　

ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン　

入
場
無
料

21

（水）
10

16

30

『
夢
と
夢
が
出
会
い
、
未
来
と
希
望
が
育
つ
』　　
【
お
問
い
合
わ
せ
】
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
岐
阜
セ
ン
タ
ー
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建
具
な
ど
の
建
築
・
内
装
か
ら
、
陶

磁
器
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
食
器
、
繊

維
製
品
な
ど
の
日
用
品
、
飛
騨
牛
や

清
酒
な
ど
の
食
料
品
ま
で
、
県
産
品

を
一
軒
の
家
に
集
約
し
て
提
案
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
各
業
界
間
の
交
流
促

進
が
図
ら
れ
、
業
界
に
元
気
が
出
て

活
性
化
に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る
。

協
同
組
合
は
五
十
余
年
の
歴
史
が
あ

り
、
お
互
い
分
か
り
合
っ
て
い
る
者

同
士
だ
か
ら
こ
そ
、
一
緒
に
知
恵
も

出
し
合
え
る
。
こ
れ
こ
そ
金
融
や
雇

用
に
も
勝
る
中
小
企
業
「
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
」
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

中
央
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
、
今

後
も
大
き
く
な
っ
て
い
く
。
是
非
、

積
極
的
に
本
会
事
業
を
ご
活
用
頂
き
、

ご
相
談
願
い
た
い
。

　

今
後
も
、
新
規
事
業
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
中
小
企
業
構
造
改
革
支

援
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
事
業
、
地
場
産
業

組
合
等
連
携
交
流
会
�
岐
阜
県
の
家
�

創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
積
極
的
に
展

開
し
て
い
く
。

　

特
に
�
岐
阜
県
の
家
�
は
、
商
品

開
発
に
意
欲
的
な
若
手
と
各
業
界
の

代
表
、
金
融
機
関
を
加
え
、
一
軒
ま

る
ご
と
岐
阜
県
産
の
『
家
』
を
商
品

モ
デ
ル
と
し
て
提
案
す
る
試
み
で
あ

る
。
木
材
、
和
紙
、
タ
イ
ル
、
木
工

　

平
成
十
六
（
二
〇
〇
四
）
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
中
央
会
は
、
本
年
「
役
立
つ
中
央
会
」

を
基
本
理
念
に
、
中
小
企
業
組
合
等
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
規
事
業
の
「
中
小
企
業
構
造
改
革
支
援
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
事
業
」
や
「
地
場
産
業
組
合
等
連
携
交
流

会
�
岐
阜
県
の
家
�
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
は
じ
め
、
岐
阜
県
が
開
催
し
た
「
オ
リ
ベ
２
０
０
３　

Ｎ
Ｙ
事
業
」

in

へ
の
協
賛
な
ど
、
数
多
く
の
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
辻
会
長
に
「
中
小
企
業
組
合
等
に
お
け
る
課
題
と
展
望
」
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
致
し
ま

し
た
の
で
、
そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

中
小
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
が
、
中
小

企
業
が
元
気
を
取
り
戻
せ
ば
経
済
が

活
性
化
す
る
。
現
在
、
中
国
等
と
の

競
争
が
激
化
し
、
こ
の
影
響
が
ア
パ

レ
ル
や
陶
磁
器
業
界
に
押
し
寄
せ
て

い
る
。
こ
れ
に
対
抗
す
る
た
め
に
は
、

経
営
者
が
経
済
の
動
き
に
対
す
る
認

識
を
強
め
、
経
営
コ
ス
ト
の
削
減
に

努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
海
外
製
品
に
打
ち
勝
つ
商

品
力
の
強
化
、
い
わ
ゆ
る
新
商
品
開

発
も
必
要
だ
。
こ
れ
は
、
今
年
の
課

題
と
い
う
よ
り
二
十
一
世
紀
の
課
題

で
あ
ろ
う
。
商
品
開
発
は
簡
単
に
で

き
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
新
商
品

　

中
央
会
は
従
来
に
な
い
対
策
を
進

め
な
い
と
お
役
に
立
て
な
い
。
自
助

努
力
を
す
る
企
業
に
対
し
積
極
的
に

支
援
を
進
め
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
促

し
た
多
角
的
連
携
を
後
押
し
す
る
。

繊
維
や
陶
磁
器
な
ど
の
七
大
地
場
産

業
を
は
じ
め
、
情
報
や
バ
イ
オ
の
新

七
大
地
場
産
業
、
健
康
産
業
や
福
祉

産
業
と
い
っ
た
新
七
大
成
長
産
業
に

重
点
を
お
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
産
学
の

連
携
強
化
に
力
を
注
ぎ
た
い
。
将
来

的
に
は
、
大
学
な
ど
が
も
つ
知
的
財

産
や
特
許
な
ど
を
、
新
製
品
・
新
技

術
開
発
に
活
用
す
る
の
が
狙
い
で
あ

る
。
数
年
前
に
オ
ス
ロ
大
学
を
訪
れ

た
際
、
大
学
教
授
と
経
営
者
と
学
生

の
三
者
で
開
発
に
取
り
組
み
、
教
授

は
研
究
成
果
を
活
か
し
た
新
製
品
開

発
等
を
行
い
、
経
営
者
が
ビ
ジ
ネ
ス

に
結
び
付
け
、
そ
れ
を
基
に
学
生
が

ベ
ン
チ
ャ
ー
を
立
ち
上
げ
る
と
い
っ

た
仕
組
み
を
目
の
当
た
り
に
し
て
き

た
。
そ
こ
で
、
日
本
も
新
し
い
ビ
ジ

ネ
ス
を
生
み
出
す
仕
組
み
づ
く
り
を

す
る
時
期
に
き
て
い
る
と
思
う
。
大

学
の
法
人
化
も
追
い
風
と
な
っ
て
お

だ
か
ら
と
い
っ
て
す
ぐ
に
売
れ
る
も

の
で
は
な
い
。
た
だ
し
、「
中
小
企
業

だ
か
ら
大
し
た
こ
と
は
出
来
な
い
」

と
い
う
自
縄
自
縛
か
ら
逃
れ
、
中
核

企
業
と
い
う
認
識
を
持
つ
よ
う
意
識

改
革
し
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

り
、
本
会
が
大
学
の
研
究
室
と
中
小

企
業
が
手
を
結
ぶ
た
め
の
窓
口
と
し

て
機
能
し
、
産
学
の
連
携
を
強
化
し

て
い
き
た
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�

キ
ー
ワ
ー
ド
は
削
減
と
開
発

産
学
連
携
の
窓
口
に

「
岐
阜
県
の
家
」を
提
案

産
学
の
連
携
強
化

中
小
企
業
か
ら
中
核
企
業
へ
意
識
改
革

　

辻

正

中

央

会

会

長

に

聞

く　
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�
…
「
米
国
牛
Ｂ
Ｓ
Ｅ
関
連
中
小
企
業
者
等
の
融
資
相
談
窓
口
」
設
置
！

　
　
　

●
お
問
い
合
わ
せ
先　

県
庁
＝
経
営
支
援
室
又
は
各
地
域
農
林
商
工
事
務
所
・
産
業
労
働
課
／
岐
阜
県
中
央
会
・
組
織
指
導
チ
ー
ム
ま
で

　

岐
阜
県
陶
磁
器
工
業
協
同
組
合
連

合
会
（
加
藤
愛
之
輔
理
事
長
）
傘
下

の
十
四
の
組
合
と
多
治
見
陶
磁
器
工

業　

は
、
毎
年
恒
例
の
「
二
〇
〇
四

（協）
年
新
春
見
本
市
」
を
一
月
七
日
か
ら
、

東
濃
各
地
で
開
催
し
た
。

　

土
岐
津
・
土
岐
津
西
部
・
下
石
の

三
組
合
が
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
で
開
幕

し
た
の
を
皮
切
り
に
、
八
日
は
笠
原
・

滝
呂
・
市
之
倉
・
高
田
の
四
組
合
と

多
治
見
陶
磁
器
工
業　

が
セ
ラ
ミ
ッ

（協）

ク
パ
ー
ク
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
で
、
駄
知
は
駄

知
体
育
館
、
瑞
浪
・
恵
那
の
二
組
合

は
瑞
浪
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、

そ
れ
ぞ
れ
新
作
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品

の
発
表
を
行
っ
た
。

　

九
日
に
は
泉
・
肥
田
・
妻
木
の
三

組
合
と
美
濃
焼
伝
統
工
芸
品　

が
セ

（協）

ラ
ト
ピ
ア
土
岐
で
開
幕
し
、
そ
れ
ぞ

れ
二
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
た
。

　

見
本
市
は
、
地
元
商
社
等
に
新
製

品
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
Ｐ
Ｒ
を
行

う
こ
と
で
、
販
路
拡
大
を
図
る
た
め

に
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
今
年
の

業
界
景
況
を
占
う
催
し
と
し
て
位
置

付
け
て
お
り
、
各
陶
磁
器
メ
ー
カ
ー

が
叡
智
を
結
集
し
作
り
上
げ
た
新
作

が
数
多
く
展
示
さ
れ
て
い
た
。

　

毎
年
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
る

「
歳
末
市
場
開
放
ま
つ
り
」
が
十
二

月
二
十
七
〜
三
十
日
、
岐
阜
市
茜
部

新
所
の
市
中
央
卸
売
市
場
内
の
食
品

セ
ン
タ
ー
で
催
さ
れ
た
。

　

岐
阜
市
中
央
卸
売
市
場
総
合
セ
ン

タ
ー
協
同
組
合
（
高
橋
満
収
理
事
長
）

が
年
末
に
市
場
を
開
放
し
、
一
般
消

費
者
向
け
に
、
正
月
用
品
を
卸
値
並

み
の
安
価
な
価
格
で
販
売
し
、
好
評

を
得
て
い
る
。

　

会
場
で
は
約
八
十
店
舗
が
軒
を
連

ね
、
肉
や
魚
な
ど
の
生
鮮
食
料
品
を

は
じ
め
、
昆
布
巻
き
や
黒
豆
な
ど
の

お
せ
ち
料
理
の
材
料
、
年
越
し
そ
ば
、

し
め
縄
や
生
花
な
ど
所
狭
し
と
積
ま

れ
て
お
り
、
お
目
当
て
の
商
品
を
品

定
め
し
購
入
す
る
姿
が
見
ら
れ
、
両

手
い
っ
ぱ
い
に
抱
え
る
買
い
物
客
で

　

岐
阜
県
及
び
岐
阜
県
中
小
企
業
集

団
連
合
会
が
主
催
す
る
「
平
成　

年
15

度
活
力
あ
る
職
場
づ
く
り
推
進
大

会
」
が
平
成
十
五
年
十
一
月
六
日
に

セ
ラ
ミ
ッ
ク
パ
ー
ク
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
イ
ベ

ン
ト
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　

そ
の
中
で
、
中
小
企
業
労
務
改
善

優
良
団
体
等
表
彰
が
行
わ
れ
、
団
体
・

個
人
が
表
彰
さ
れ
た
。

　

中
央
会
関
係
を
紹
介
し
ま
す
。

【
知
事
表
彰
】

○
団
体
の
部

岐
阜
婦
人
子
供
服
工
業
組
合
（
松
原

一
廣
理
事
長
）

【
岐
阜
県
中
小
企
業
集
団
連
合
会
長

表
彰
】

○
団
体
の
部

岐
阜
県
板
金
工
業
組
合
（
横
瀬
進
一

理
事
長
）

○
個
人
の
部

後
藤
利
夫
氏
（
岐
阜
県
労
務
管
理
モ

デ
ル
集
団
協
会
会
長
）

新
製
品
・
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
発
表

東
濃
各
地
で
新
春
見
本
市

　

陶
磁
器
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は

大
変
厳
し
く
、
長
引
く
景
気
低
迷
に

加
え
、
安
価
な
海
外
製
品
の
輸
入
な

ど
明
る
い
話
題
が
少
な
い
中
、
最
近

で
は
、
従
来
の
主
力
商
品
と
は
別
の

陶
器
等
に
挑
戦
し
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
広
げ
る
メ
ー
カ
ー
や
、
女
性
デ

ザ
イ
ナ
ー
が
手
掛
け
た
商
品
も
目

立
っ
て
き
て
い
る
。

　

見
本
市
を
主
催
し
た
関
係
者
は
、

「
出
展
し
た
企
業
は
、
ブ
ー
ス
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
を
増
や
し
た
り
、
テ
ー
マ

を
決
め
て
テ
ー
ブ
ル
に
陶
器
等
を
陳

列
す
る
な
ど
、
意
欲
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
不
況
打
破
に
つ
な
が
る
よ

う
な
企
画
力
、
デ
ザ
イ
ン
力
、
技
術

力
な
ど
を
発
揮
し
た
新
製
品
の
台
頭

が
望
ま
れ
る
」
と
話
し
て
い
た
。

賑
わ
っ
て
い
た
。

　

な
お
、
組
合
で
は
、
一
般
消
費
者

向
け
の
関
連
店
舗
一
般
開
放
を
毎
月

第
一
土
曜
日
に
行
っ
て
い
る
。

【
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
】

http://w
w
w
.city.gifu.gifu.jp/

nourin/shijou/index.htm

中
小
企
業
労
務
改
善
優
良
団
体
等
表
彰

活
力
あ
る
職
場
づ
く
り
推
進
大
会
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年
の
瀬
に
正
月
用
品
を
格
安
販
売

歳
末
市
場
開
放
ま
つ
り

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

平成１５年度



　

昨
年
は
、
本
会
の
事
業
に
多
大
な
ご

協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ

ま
す
。
本
年
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。ま
た
、
本
紙
「
年
賀

広
告
」に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
方
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〈
中
央
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉

U
R
L-http://w

w
w
.chuokai-gifu.or.jp/

  
 
          
 
 
                    

〈
Ｅ
メ
ー
ル
〉

info@
chuokai-gifu.or.jp

      
                  

�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	



〈
二
月
中
〉

　

日　

中
小
企
業
青
年
中
央
会
・
東

１６
濃
地
区
ふ
れ
あ
い
交
流
会
（　

時
１６

〜
／
多
治
見
市
文
化
会
館
）

　

日　

中
小
企
業
団
体
情
報
連
絡
員

２６
全
体
会
議
（　

時　

分
〜
／
県
民

１３

３０

ふ
れ
あ
い
会
館
）

『役立つ中央会』（役職員一同）
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〈
十
二
月
中
〉

２
日　

岐
阜
県
Ｉ
Ｔ
戦
略
専
門
家
会

議
合
同
会
議
（
岐
阜
県
庁
）

４
日　

中
央
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
運
営
研

修
会
（
全
国
中
央
会
）

９
日　

女
性
経
営

者
懇
談
会
（
グ

ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル

岐
山
）

　

日　

組
織
化
指
導
中
央
研
究
会

１１
（
全
国
中
央
会
）

　

日　

全
国
中
央
会
事
業
【
多
角
的

１７
連
携
指
導
強
化
事
業
に
関
す
る
実

地
調
査
】（
下
石
屋
為
右
衛
門
・
美

濃
焼
Ｃ
Ｔ
タ
イ
ル
振
興
会
）

　

日　
　

岐
阜
県
産
業
経
済
振
興
セ

１９

（財）

ン
タ
ー
平
成　

年
度
第
７
回
貸
付

１５

審
査
委
員
会
（
県
民
ふ
れ
あ
い
会

館
）

　

日　

岐
阜
県
官

２４
公
需
フ
ォ
ー
ラ

ム
（
エ
ル
・
ア

リ
ー
ヴ
ォ
岐

阜
）

　

〜　

日　

岐
阜
市
中
央
卸
売
市
場

２７

３０
総
合
セ
ン
タ
ー　

・
歳
末
市
場
一

（協）

般
開
放
ま
つ
り
（
岐
阜
市
中
央
卸

売
市
場
）

この広報紙は岐阜県からの助成を受けています。


